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学 び の 基 盤 と な る 情 報 活 用 能 力  

つ  か  

Preface ００６ 
 
 
  

    
 

ねらい：育てたい資質・能力と情報活用能力の「４つの柱」 
 
 
  

                                                              
 
 

 

 

 

 

 

 

   

Ａ． 
知識及び技能 

１ 情報と情報技術を適切に 

活用するための知識と技術 

（プログラミング的思考を含む） 

① 情報技術に関する技能 

② 情報と情報技術の特性の理解 

③ 記号の組合せ方の理解 

２ 問題解決・探究における 

  情報活用の方法の理解 
① 情報収集、整理、分析、表現、発信の理解 

② 情報活用の計画や評価・改善のための理論や方法の理解 

３ 情報モラル・情報セキュリティー 

についての理解 
① 情報技術の役割・影響の理解 

② 情報モラル・情報セキュリティーの理解 

Ｂ． 
思考力、 
判断力、 
表現力 

１ 問題解決・探究における情報を 

活用する力 

（プログラミング的思考 

・情報モラル 

・情報セキュリティーを含む） 

事象を情報とその結びつきの視点から捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活

用し、問題を発見・解決し、自分の考えを形成していく力 
 

① 必要な情報を収集、整理、分析、表現する力 

② 新たな意味や価値を創造する力 

③ 受け手の状況を踏まえて発信する力 

④ 自らの情報活用を評価・改善する力 

Ｃ． 
学びに向かう
力、人間性等 

１ 問題解決・探究における 

情報活用の態度 

① 多角的に情報を検討しようとする態度 

② 試行錯誤し、計画や改善しようとする態度 

２ 情報モラル・情報セキュリティー 

についての態度 
① 責任をもって適切に情報を扱おうとする態度 

② 情報社会に参画しようとする態度 

    学習内容の視点 

からの整理 

 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

育 て た い 資 質 ・ 能 力  

 

〇情報手段の特性等を理解し、課題や目的に応じた

適切な活用、受け手の状況を踏まえた発信・伝達 

〇必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処

理・創造 

 

 

例：情報社会における道徳、情報モラル 

〇自他の情報を大切にし、情報社会や情報手段

の特性の理解と、安全かつ適切に情報手段を 

活用しようとする考え方と態度 

〇望ましい情報社会の創造に参画しようとする

態度 

 

例：プログラミング的思考 

〇情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解 

〇問題解決の手順・順序を理解し、コンピュー

タの特性をいかして思考・判断・表現し、簡

単なプログラムができる。 

2) 情報活用の実践力 

3）情報の科学的な理解 

4）情報社会に参画する態度 

情

報

活

用

能

力

の

「

４

つ

の

柱

」 

資質・能力の視点 

からの整理 

富士見丘小学校 

情報及び情報手段を主体的に選択し活用
していくための個人の基礎的な力 

 

教育の情報化
に関する手引 

Ｃ２ 

Ｃ３ 

Ｃ４ 

 

〇情報機器の基本的な操作 

1) 情報機器の基本的操作 Ｃ１ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html
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カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト  

つ  か  

Preface ００７ 
 
 
 

    
 

ねらい：情報活用能力育成のためのカリキュラム・マネジメントの流れ 
 
「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」より  

学習指導要領における「情報活用能力」とは、「学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報

手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達し

たり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、さらに、このような学習活動を遂

行する上で必要となる情報手段 の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セ

キュリティ、統計等に関する資質・能力等も含むものである。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                         
 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト の 実 際  

富士見丘小学校 

ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと
授業デザイン 

https://www.mext.go.jp/content/20201002-mxt_jogai01-100003163_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20201002-mxt_jogai01-100003163_1.pdf
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○ ○ 

○ ○ 

 

９ 年 間 の 情 報 活 用 能 力 指 導 計 画 ①  

つ  か  

Preface ００８-1 
 
 
 

    
 

観
点 分 類 指 導 内 容 

小 学 校 中 学 校 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

情
報
活
用
の
実
践
力 

課
題
や
目
的
に
応
じ
た
情
報
手
段
の
適
切
な
活
用 

情
報
手
段
の
基
礎
的
な
操
作
習
得 

タブレットの保管庫から出し入れ、ＡＣアダプタの抜き差し。 ○ ○        

キーボード、タッチパネル、利用スタイル、カメラなどの名称と機能。 ○ ○        

起動、終了、ログイン、ログアウト、ＩＤ・パスワードの理解と操作。 ○ ○        

キーボードの簡単な入力、タッチパネルやマウスの簡単な操作。(1,2) ○ ○        

タッチパネルやペン、マウスを使って、簡単な絵や文字を描く。(1,2) ○ ○        

キーボードを使って、簡単な日本語を書く。(3,4)  ○ ○ ○      

ファイルやフォルダ、クラウドの概念を知る。(3,4)  ○ ○ ○ ○      

データの読み込みや保存、クラウドで提出や回収をする。(3,4)  ○ ○ ○ ○      

作成したデータを、印刷する。(3,4)   ○ ○ ○      

コンピュータの基本的な構成と機能を知り、基本的な操作ができる。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

ファイルやフォルダの作成や階層構造の操作ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
手
段
の
適
切
な
活
用 

情報収集の手段として、デジタルカメラやビデオカメラを利用する。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

ネット上の情報の特性を知り、他の情報収集方法と併用して活用する。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

課題や目的を意識し、どの情報手段が適しているかを選択する。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

課題や目的に応じたコンピュータの利用形態を理解する。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

様々なソフトウェアを選択して、基本的な情報の処理ができる。(技)    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

必
要
な
情
報
の
主
体
的
な
収
集
判
断
、
表
現
、
処
理
、
創
造 

情
報
の
収
集
判
断 

タッチパネルで、インターネットを閲覧する。(3,4) ○ ○ ○ ○      

検索機能を用いて、インターネットで調べる。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

書籍やインターネット等の様々な情報手段を通して資料を収集する。
(国) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に活用す
る。(社) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
の
表
現
、
処
理
、
創
造 

文書作成ソフトを活用して、写真や図、表などを入れた文章を作成する。
(5,6)  

  ○ ○ ○ ○    

表計算ソフトにより表やグラフを作成して、分かりやすく表現する。
(5,6)  

  ○ ○ ○ ○    

図や色、文字の大きさや配置などを工夫して、ポスターやチラシを作成す
る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

ビデオの動画を、伝えたい内容にあわせて、簡単な編集をする。    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

観察や実験を行うに当たり、コンピュータ機器を活用し、表現力を養う。
(理) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

作曲ソフトなどを用いて、生徒の個性的な創作や自己表現を活発にする。
(音) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータ等映像メディアで、美しく豊かに表現し、発表したりする。
(美) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータを活用して衣服の組み合わせを工夫したりする。(家)      ○ ○ ○ ○ ○ 

情報を収集、判断、処理し、発信ができる。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

ソフトウェアを選択して、表現や発信ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

データベースソフトを活用して、様々な情報を整理し、データベース化す
る。 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

画像処理ｿﾌﾄを活用して、静止画の編集をする。     ○ ○ ○ ○ ○ 

受け手の
状況など
を踏まえ
た発信・
伝達 

プレゼンテーションソフトでスライドを作成し、発表する。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

伝わりやすいようにｽﾗｲﾄﾞの構成、提示順序等を工夫しﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝする。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

受け手を意識したﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを作成して、分かりやすく情報を発信する。      ○ ○ ○ ○ 

受け手の気持ちに配慮しながら情報を発信し、正しく伝達できる。(技)    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 
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○ ○ 

 

９ 年 間 の 情 報 活 用 能 力 指 導 計 画 ②  

つ  か  

Preface ００８-2 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

        

 

  

電子メールにより、特定の相手と情報のやりとりをする。       ○ ○ ○ 

英語による電子メールで海外の学校と意見交換する。(英)        ○ ○ ○ 

チャットや掲示板を活用して、不特定の相手と情報のやりとりをする。       ○ ○ ○ 

情
報
の
科
学
的
な
理
解 

情報活用
の基礎と
なる情報
手段の特
性の理解 

ﾃﾞｰﾀには大きさがあり、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞや転送速度に影響があることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀには、繰り返し処理や自動化するなどの特性があることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ等の作業を通して、ｿﾌﾄｳｪｱの機能や役割を理解する。(技)      ○ ○ ○ ○ 

情報伝達方法の特徴と利用方法を知り、適切な利用手段が選択できる。
(技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

動画や音声等、多様な素材をﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀとして扱い、活用できる。(技)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

多様なｿﾌﾄｳｪｱから目的に合ったものを選択し、表現や発信ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情報を適
切に扱っ
たり、自
らの情報
活用を評
価・改善
したりす
るための
基礎的な
理論や方
法の理解 

自らの情報活用について記録、評価、改善をする。(5,6)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

疑似体験、視覚的な把握、性質の発見等にｺﾝﾋﾟｭｰﾀ機器を活用する。(5,6) 
(数) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

簡単なロボットの製作や活用を通して、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる制御を理解する。
(5,6) (技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

プログラムの機能を知り、簡単なプログラムの作成ができる。(5,6) (技)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータを用いて、簡単な計測・制御ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度 

社会生活
の中で情
報や情報
技術が果
たしてい
る役割や
及ぼして
いる影響
の理解 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの長時間使用などは、健康面へ悪い影響を与えることを知る。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

情報化は、生活への影響や産業発展への役割を果たしていることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インターネットの普及により自分の生活がどのように変わったかを考え
る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータ機器等の使用と健康との関連性について理解する。(5,6) 
(体) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情報手段の特徴やコンピュータとの関わりについて理解する。(5,6) 
(技) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情報モラ
ルの必要
性や情報
に対する
責任 

ＩＤやパスワードの大切さを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

人の写真を撮るときや、著作物の使用には許可が必要なことを知る。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

自分や他人の個人情報をむやみに教えてはならないことを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

インターネット上の情報には、間違いや危険があることを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

文字だけのやりとりには誤解が生じやすいことを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

ﾈｯﾄﾜｰｸの先には人がいることを意識し、相手の立場に立つ大切さを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

悪意がある情報や不適切・不正なサイトへの対処方法を知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

著作権や知的財産権を理解し、これらの権利を守ることを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの影響力の強さを知り、不確かな情報を発信しないようにする。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

発信した情報に対して責任をもつことの大切さを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

表現の指導に当たり、著作権や知的所有権について理解する。(5,6) (美)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り、情報ﾓﾗﾙの必要性を理解する。
(5,6) (技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

インターネットの匿名性について理解する。(5,6)     ○ ○ ○ ○ ○ 

望ましい
情報社会
の創造に
参画しよ
うとする
態度 

パソコンの使い方になれ、友だちと仲良くパソコンを使う。(1,2) ○ ○        

受け取る人の気持ちを考えて手紙（メール）をかく。(3,4) ○ ○ ○ ○      

メディアだけで情報のすべてを表現することは難しいことを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

情報には発信者の意図と背景があることを理解し自分で判断する必要を
知る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度を養う。(5,6)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 
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情  報  モ  ラ  ル  教  育  ①  

つ  か  

Preface ００９-1 
 
 
 

  
 

ねらい：情報社会で、適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

情 報 モ ラ ル 教 育 の 内 容  

富士見丘小学校 

情報モラル教育の充実 モラル教育実践ガイドライン 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm
https://www.education.saga.jp/hp/s-kyoikujimusho/wp-content/uploads/sites/3/2019/10/%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%83%A2%E3%83%A9%E3%83%AB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B9.pdf
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情  報  モ  ラ  ル  教  育  ②  

つ  か  

Preface ００９-2 
 
 
 

  
 

ねらい：情報社会で適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

いつ、どこで、どのように  ６年間で着実に
情報モラル  

富士見丘小学校 

ネット社会の歩き方 

http://www2.japet.or.jp/net-walk/
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情  報  モ  ラ  ル  教  育  の  実  際  
Preface ００９-3 

    
この夏休みにかけてタブレットを持ち帰り、ご家庭でも有効に活用できることとなりました。これまで本校で

はＦＧＳｔ構想に基づき、各教科等の授業での活用とともに、子供たちの情報活用能力を育成してきました。夏

休みこそ、タブレットをスマート・ツール（賢いツール）として活用を深める絶好の機会と考えます。 

 

 

 
 

 

タブレットの正しい使い方とともに、情報モラル教育に力を入れて取り組んでいます。 
 

情報社会の倫理 R3.7.14 

発信する情報や自他の権利を尊重する 
 法の理解と遵守 R3.7.13 

情報社会でのルールやマナーを遵守する 

先生が「今日は、タブレットを上手に使うためのルールを

みんなで考えます」と言うと、いっせいに子供たちが「もう

使えるよ」「上手だよ」と言って自信満々。でも、本校の「タ

ブレットの約束」を確認しながら、みんなで意見交換してい

くと理解の甘さに気付きます。授業の 

最後にはテストを実施しました。 

発信する情報や情報社会での 

行動に責任をもつ第一歩として 

「約束やきまりを守ること」 

「相手への影響を考えること」 

などを学びました。 

生活科「町が大好き たんけんたい」の学習を振り返り

ながら、人や地域との関わり方について学んでいました。 

SNS 東京ノートを活用して、自分が言われて「あまり

うれしくない言葉」や「うれしい言葉」は、人によって違

う いうことに気付きました。  

図工の作品をマネしていい 

か？ の質問に、子供たちは 

迷いに迷って、ちゃんとお友 

達に言って「いいよと言われ 

たら、参考にしても OK」と 

いう結論を導き出しました。 

   

安全への知恵 R3.7.15 

情報社会の危険から身を守る 
 安全への知恵 R3.7.15 

情報を正しく安全に利用する 

１組では、タブレットの上手な使い方について話し合って

いました。タブレットを家に持ち帰るようになった時、活用

範囲が広がります。どんなことに注意して、どのように有効

活用できるのか、みんなで知恵を出し合っています。 

２組では、はじめに Form を 

使って、一人一人にアンケート 

をとりました。家庭での平均使 

用時間は、３０分以内から数時 

間まで千差万別。すでにネット 

依存のようになって制止が効か 

ない子もいそうです。 

「ゲームに熱すぎると」「むやみにタップしてはダメ」「送っ

た写真のゆくえは・・・」という動画を、一つ一つ視聴して、

その都度、約束を守る、時間を守る、自分の安全や健康を守

ろうとするなど、意見を交流しました。 

子供たちに問題点を問うと、 

すごい勢いで次々と課題を指摘 

していました。他人事ではなく、 

子供たちにとって、まさに身近 

な問題であり、ネットの楽しさ 

と恐怖が常に背中合わせだとい 

うことがよくわかりました。 

  

情報セキュリティー R3.7.14 

情報セキュリティーの基本を知る 

 公共的なネットワーク社会の構築 R3.7.15 

情報社会の一員としての意識を持つ 

５年生の道徳の授業です。「おさむさんが、ゆずるさんの

個人情報を使ってゲームのキャラクターを作り、ネットに流

していました」…、その考え方と危険性について活発に議論

し自律的で責任のある行動について考えを深めていました。 

子供たち自身が様々な経験を 

繰り返しており、いつも危険と 

隣り合わせを実感していました。 

認証の重要性を理解し、不正 

使用や不正アクセスされないよ 

う利用するなど、情報の破壊や 

流出を守る方法を学びました。 

 
６年生の情報モラル授業。動画「思ったままに SNS に送

信しただけなのに」では、ケーキを食べて「期待していたの

にショック ＃最近の残念なお店」というコメントととも

に、お店の店名の入ったチラシとケーキを SNS で発信して

いました。子供たちの議論は白熱。単 

純には判断できないようです。 

それを見て不快に思う人がいる 

情報は、発信しない方がいい、 

自分の考えではなく、相手のこ 

とを思うことが重要、という考 

えに至りました。       

情報社会において適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度の育成 

Step１ 

１年生 ２年生 

３年生 ４年生 

５年生 ６年生 

Step２ 

Step３ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/00FGStvsss.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/02R3ict02jyuhouhp.pdf

